
 

 

 

 

４歳児、５歳児 

の定員の設定 

 

・預かり保育・幼保

一元化の実施にあ

たり、定員を設け

る。 

・定員は、現状の４、

５歳児合計人数を

目途とする。 

本検討委員会における 就学前施設再編の基本的な考え方 

―公立幼稚園の再編と国の「こども園構想」への対応― 

幼保一元化の検討 

４歳児・５歳児の定員の

設定 

 

◎預かり保育、幼保一元化の

実施にあたり、定員をもう

ける。 

・現状の４，５歳児合計人数

を目途とする。 

 

○子どもたちの社会性を育

むための集団は、１クラス

２０～３０人で、４、５歳

児１クラスずつを目安と

する。 

 

 

 

○４歳児実施園

を中心に検討 

 

公私の保護者負担是

正に向けて 

 

 

 

 

○独立園化 ○ブロックによっ

ては、幼保一元

化施設を検討 

資料１７－１ 

 

預かり保育の検討 

 

・保育時間終了後２

時間程度の有料

預かり 

 

 

◆中学校ブロックを基本単位とした再編の検討 

・中学校ブロックを子どもたちの生活圏域と捉え、中学校ブロックを基本単位とした再編の検討。 

・地域性を考慮し柔軟に考える。 

 

原則分団登園の廃止 

 

・原則保護者送迎 

・バスは走らせない 

 



「桑名市就学前施設再編検討委員会」23 年度の予定 

 

 

 

○ 就学前施設の再編の基本的な考え方について 

 

 

 

 

○ 就学前施設再編の基本的な考え方について 

 

 

 

 

○公立幼稚園の適正配置について（中学校ブロック別の検討） 

 

 

 

 

○幼保一元化について 

○預かり保育について 

 

 

 

 

○定員について 

○保護者負担是正に向けて 

 

 

 

 

○その他事項について継続審議 

  

 

 

 

 

○答申案について 

 

第 6 回 検討委員会           5 月 16 日（月） 

 

第 7 回 検討委員会           6 月.9 日（木） 

 

第 8～10 回 検討委員会           7～９月   

 

第 11 回 検討委員会           10 月 

 

第 12 回 検討委員会           11 月 

 

答申          2 月 

 

第 14～15 回 検討委員会           1～２月 

 

第 13 回 検討委員会           12 月 
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